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   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｂ  19/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  50/20     (2012.01)
【ＦＩ】
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   Ｇ０９Ｂ  19/00    　　　Ｇ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月7日(2013.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
講義中における１以上の受講生の顔を撮影した動画像である受講生画像が格納される受講
生画像格納部と、
前記受講生画像から受講生の顔を認識して、当該認識した顔に対する分析を行い、顔の表
情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目についての分析結果を示す情報
であり、顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを示す情報を取得する顔分析部
と、
前記顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを示す情報を用いて、顔の表情、顔
の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目別に、顔の数を集計する統計分析部と
、
前記顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目別の顔の集計結果を
用いて、前記講義の評価を行う講義評価部と、
前記講義評価部の評価結果を出力する出力部とを備えた顔分析装置。
【請求項２】
前記統計分析部は、
顔の表情のうち、笑い、怒り、または悲しみの顔の出現回数を集計し、
前記講義評価部は、
前記笑い、怒り、または悲しみの顔の出現回数を用いて、前記講義の評価を行う請求項１
記載の顔分析装置。
【請求項３】
講義中の講師を撮影した動画像である講師画像、または講義中の講師の音声の情報である
講師音声情報の少なくとも一方を含む情報である講師情報が格納される講師情報格納部と
、
前記講師情報の変化の検出を行う変化検出部と、
前記変化検出部が変化を検出した時点直後に取得された受講生画像に対する分析結果を用
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いて、予め指定された統計分析を行う関連統計分析部と、
前記関連統計分析部の統計分析の結果を用いて、前記講義の評価を行う関連講義評価部と
を更に備え、
前記顔分析部は、前記変化検出部が変化を検出した時点直後に取得された受講生画像に対
する顔の分析結果であり、顔の表情の分析項目についての分析結果を示す情報を取得し、
前記出力部は、前記関連講義評価部の評価結果を出力する請求項１または請求項２記載の
顔分析装置。
【請求項４】
前記出力部は、前記関連統計分析部の統計分析の結果をも出力する請求項３記載の顔分析
装置。
【請求項５】
前記変化検出部は、
講師情報に含まれる講師音声情報のレベルが、予め指定された閾値以上である１以上の時
点を検出し、
前記関連統計分析部は、
前記変化検出部が検出した１以上の時点の直後の受講生画像からそれぞれ検出された、笑
っている顔の数を集計し、
前記関連講義評価部は、
前記笑っている顔の集計数が、予め指定した閾値以上である場合に、関心が持続する講義
であることを示す評価結果を取得する請求項３または請求項４記載の顔分析装置。
【請求項６】
前記顔分析部は、時系列に沿った受講生の顔の分析結果を取得し、
前記出力部は、前記顔分析部の顔の分析結果を時系列に沿って出力する請求項１から請求
項５いずれか一項に記載の顔分析装置。
【請求項７】
前記出力部が出力する一の時点の顔の分析結果に対する指定を受け付ける指定受付部を更
に備え、
前記出力部は、当該指定受付部が指定を受け付けた分析結果に対応する時点の受講生画像
を出力する請求項６記載の顔分析装置。
【請求項８】
前記出力部は、前記受講生画像を出力する際に、受講生の顔の部分を、受講生が識別でき
なくなるような表示態様とした受講生画像を出力する請求項７記載の顔分析装置。
【請求項９】
講義中における１以上の受講生の顔を撮影した動画像である受講生画像が格納される受講
生画像格納部と、顔分析部と、統計分析部と、講義評価部と、出力部とを用いて行われる
顔分析方法であって、
前記顔分析部が、前記受講生画像から受講生の顔を認識して、当該認識した顔に対する分
析を行い、顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目についての分
析結果を示す情報であり、顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを示す情報を
取得する顔分析ステップと、
前記統計分析部が、前記顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを示す情報を用
いて、顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目別に、顔の数を集
計する統計分析ステップと、
前記講義評価部が、前記顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目
別の顔の集計結果を用いて、前記講義の評価を行う講義評価ステップと、
前記出力部が、前記講義評価ステップにおける評価結果を出力する出力ステップとを備え
た顔分析方法。
【請求項１０】
講義中における１以上の受講生の顔を撮影した動画像である受講生画像が格納される受講
生画像格納部にアクセス可能なコンピュータを、
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前記受講生画像から受講生の顔を認識して、当該認識した顔に対する分析を行い、顔の表
情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目についての分析結果を示す情報
であり、顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを示す情報を取得する顔分析部
と、
前記顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを示す情報を用いて、顔の表情、顔
の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目別に、顔の数を集計する統計分析部と
、
前記顔の表情、顔の向き、視線方向、およびまばたきを含む分析項目別の顔の集計結果を
用いて、前記講義の評価を行う講義評価部と、
前記講義評価部の評価結果を出力する出力部として機能させるためのプログラム。
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